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A⊃B　
BはAの部分集合

A⊂B
AはBの部分集合

A∩B
AとBの共通部分
A∪B　
AとBの和集合

a∈A
aは集合Aの要素になっている。
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Aの補集合(A以外の部分)

φ
EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(くう),空)集合(要素がない集合)

n(A)
集合Aに含まれる要素の個数

U
全体集合



A∩B

　　　　　A∪B

集合の要素の表し方

A＝{1, 2, 3, 4}

A＝{x｜xは4以下の自然数}
同じ集合を表している

A＝{x｜1≦x≦4、xは整数}

集合の性質
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Ａ∩
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＝φ

n(A∩B)＝n(A)＋n(B)－n(A∪B)

ド・モルガンの法則

A∩B＝A∪B

A∪B＝A∩B

１　自然数について次の問いに答えなさい。

(1)100以下の3の倍数は何個か。

(2)100未満の5の倍数は何個か。

(3)100以下で3でも4でも割り切れる数は何個か。

(4)20以上30以下の偶数は何個か。

(5)2桁の4の倍数は何個か。

２　次のそれぞれの数列を要素を書き表す方法で答えなさい。

(1)20の約数の集合A

(2)B＝{x｜xは6以下の自然数}

(3)C＝{3n｜nは10以下の自然数}

(4)D＝{n｜3nは10以下の自然数}

(5)E＝{x2｜0≦x≦5、xは整数}

３　1桁の自然数を全体集合とし、A＝{1, 2, 3, 4, 5, 6}、B＝{2, 4, 6, 8}とする。

　次の集合を要素を書き並べて答えなさい。

(1)A∪B

(2)A∩B

(3)A∪B

(4)A∪B

(5)A∩B

４　偶数の集合をA、3の倍数の集合をB、5の倍数の集合をCとするとき、次の集合を

　A、B、Cで表しなさい。

(1)3で割り切れる偶数の集合

(2)3または5で割り切れる数の集合

(3)奇数の集合

(4)15の倍数の集合

(5)3で割り切れるが、5では割り切れない数の集合

５　次の集合を表しなさい。

(1)A＝{x｜x＞0}のときA

(2)A＝{x｜0≦x≦1}のときのA

(3)A＝{ x｜x≦5}、B＝{ x｜2＜x＜7}のときのA∩B

６　1から100までの自然数のうち3の倍数の集合をA、4の倍数の集合をBとするとき、

　　次の個数を求めなさい。

(1)　n(A)

(2)　n(B)

(3)　n(A∩B)

(4)　n(A∪B)

(5)　n(A∩B)

７　80以下の自然数で3または4または5で割り切れる数はいくつか。

８　3桁の自然数のうち、次のものはいくつあるか。

(1)3の倍数

(2)7の倍数

(3)3で割り切れるが、7では割り切れない数。

倍数の個数をさがすときは割り算で。

ただし、1から始まるときだけ。

１　

(1)100以下とは100も入れる。100÷3＝33余り1

(答)33個

(2)100未満は100を含まない。99÷5＝19余り4

(答)19個

(3)3と4の公倍数なので12の倍数。100÷12＝8余り4

(答)8個

(4)[1～30までの偶数の個数]－[1～19までの偶数の個数]

　＝15－9＝6個





(答)6個

(5)2桁とは10～99のこと。

　[1～99までの4の倍数の個数]－[1～9までの4の倍数の個数]

　＝24－2＝22個





(答)22個
２　

(1)A＝{1, 2, 4, 5, 10, 20}

(2)B＝{1, 2, 3, 4, 5, 6}

(3)C＝{3, 6, 9, 12, 15, 18, 21, 24, 27, 30}

(4)D＝{3, 6, 9}

(5)E＝{0, 1, 4, 9, 16, 25}

３　

(1)A∪B＝{1, 2, 3, 4, 5, 6, 8}

(2)A∩B＝{2, 4, 6}

(3)A∪B＝{1, 3, 5}

(4)A∪B＝{7, 9, 10}

(5)A∩B＝{7, 9, 10}

４　(1)A∩B　　(2)B∪C　　(3)A　　(4)B∩C　　(5)B∩C

５　

(1)
[image: image5.wmf]Ａ

＝{x｜x≦0}

(2)
[image: image6.wmf]Ａ

＝{x｜x＜0またはx＞1}

(3)A∩B＝{ x｜2＜x≦5}

６　

(1)100÷3＝33余り1
(答)33個

(2)100÷4＝25

(答)25個

(3)　n(A∩B)とは3と4の公倍数、つまり12の倍数なので100÷12＝8余り4　　(答)8個

(4)　n(A∪B)＝n(A)＋n(B)－n(A∩B)＝33＋25－8＝50
(答)50個

(5)　n(A∩B)＝n(A)－n(A∩B)＝33－8＝25


(答)25個
７　

3で割り切れる数の集合をA、4で割り切れる数の集合をB、5で割り切れる数の集合をCとすると、求める個数はn(A∪B∪C)

n(A)＝26
(80÷3＝26余り1）

n(B)＝20
(80÷4＝20)

n(C)＝16
(80÷5＝16)

n(A∩B)＝6
(80÷12＝6余り8)

n(B∩C)＝4
(80÷20＝4)

n(C∩A)＝5
(80÷15＝5余り5)

n(A∩B∩C)＝1
(80÷60＝1)

n(A∪B∪C)＝n(A)＋n(B)＋n(C)－n(A∩B)－n(B∩C)－n(C∩A)＋n(A∩B∩C)


　　＝26＋20＋16－6－4－5＋1


　　＝48個

８　3桁の数とは100～999まで。

(1)　1～999までの3の倍数は999÷3＝333個

　1～99までの3の倍数は99÷3＝33個

　よって100～999までの3の倍数は333－33＝300個
(2) 1～999までの7の倍数は999÷7＝142余り5　→　142個

　1～99までの7の倍数は99÷7＝14余り1　→14個

　よって100～999までの7の倍数は142－14＝128個
(3) 1～999までの21の倍数は999÷21＝47余り12　→　47個

　1～99までの21の倍数は99÷21＝4余り15　→4個

　よって100～999までの21の倍数は47－4＝43個
　求める個数は(3の倍数の個数)－(21の倍数の個数)＝300－43＝257個
追加問題

１　次の問いに答えなさい。

(1)Nが自然数全体の集合のとき、次の集合を、要素を書き並べて表せ。

　①｛x｜x∈N, xは24の約数｝

　②{2n－1|n∈N}
(2)次の二つの集合A、Bの関係、記号⊂を使って表せ。

　A=｛x｜xは36の正の約数｝、B=｛x｜xは9の正の約数｝

２　集合{1,2,3,4,5,6,7}の部分集合であるものは、次のうちどれか。

　A＝{1,6}、B＝{2n－1|n=1,2,3,4,5}、C＝{x|x2－6x＋8=0}
３　２つの集合をA＝{2, 4, 2a2－3a＋1}、B＝{－3、a、2a－1、a2＋2a}とするとき、

　A∩B＝{2, 3}となるような定数aの値を求めなさい。

４　100から200までの自然数のうち次のような数の個数を求めよ。

(1)　3の倍数

(2)　4の倍数

(3)　3の倍数または4の倍数

(4)　3の倍数でも4の倍数でもない数

５　200人の人に2つのテーマパークA、Bに行ったことがあるか

どうかのアンケート調査をしました。

Aに言ったことのある人は116人、Bに言ったことのある人は90人いた。またAにもBにも行ったことのない人が32人いた。

(1)AまたはBに行ったことがある人の数

(2)AにもBにも行ったことがある人の数

６　1から200までの整数全体の集合をＵとし、Ａ、Ｂ、ＣをＵの部分集合とする。

　Ａは3の倍数全体の集合、Ｂは5の倍数全体の集合、Ｃは7の倍数全体の集合である。

　このとき、n(Ａ∩Ｂ∩Ｃ)、n(Ａ∪Ｂ∪Ｃ)を求めよ。

７　　次の2つの集合A,Bについて,A∩BとA∪Bを求めよ。

(1)A={2,4,6,8,10},B={0,1,2,3,4}

(2)A={x|xは整数,－2≦x≦3},B={2n－1|n=0,1,2}

(3)A={x|x2=1},B={x|x2－2x=0}
８　41人の生徒で数学と英語の好き嫌いを調べた。英語の好きな生徒は数学の好きな生徒より15人多い。また、数学の好きな生徒のうち半数は英語も好きである。英語、数学のどちらも好きでない生徒が5人であるとき、数学の好きな生徒の人数を答えなさい。
１　

(1)　①{1, 2, 3, 4, 6, 8, 12, 24}

　　　②{1, 3, 5, 7, 9, 11, …}

(2)A＝{1, 2, 3, 4, 6, 9, 12, 18, 36}、B＝{1, 3, 9}なので　B⊂A

２　集合{1,2,3,4,5,6,7}の部分集合であるものは、次のうちどれか。

　A＝{1,6}、B＝{2n－1|n=1,2,3,4,5}、C＝{x|x2－6x＋8=0}
　B＝{1, 3, 5, 7, 9}、C＝{2, 4}となっている。

　{1,2,3,4,5,6,7}の要素だけから作れる集合を探す。

　Bは9がもとの集合にないので作れない。
(答)A、C
３　２つの集合をA＝{2, 4, 2a2－3a＋1}、B＝{－3、a、2a－1、a2＋2a}とするとき、

　A∩B＝{2, 3}となるような定数aの値を求めなさい。

　Aの要素として3があるはずなので

　2a2－3a＋1＝3

　2a2－3a－2＝0

　(2a＋1)(a－2)＝0

　a＝－
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のとき、B＝{－3、
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3

}でA∩B＝φとなり、適さない。

　a＝2のときB＝{－3、2、3、8}となり、A∩B＝{2、3}となり題意に適する。　(答)　a＝2
４　

(1)　200÷3＝66余り2、99÷3＝33　なので　66－33＝33個

(2)　200÷4＝50、99÷4＝24余り3　なので50－24＝26個

(3)　3と4の公倍数は200÷12＝16余り8、99÷12＝8余り3なので16－8＝8個

　　33＋26－8＝51個

(4)　100から200までの自然数は200－100＋1＝101個(または200－99＝101個)

　　101－51＝50個

５　

(1)200－32＝168人

(2) 116＋90－x＝168　より　x＝38
(答)38人

６　

3で割り切れる数の集合をA、5で割り切れる数の集合をB、7で割り切れる数の集合をCとすると、求める個数はn(A∪B∪C)

n(A)＝26
(200÷3＝66余り2）

n(B)＝20
(200÷5＝40)

n(C)＝16
(200÷7＝28余り4)

n(A∩B)＝6
(200÷15＝13余り5)

n(B∩C)＝4
(200÷35＝5余り25)

n(C∩A)＝5
(200÷21＝9余り11)

n(A∩B∩C)＝1
(200÷105＝1余り95)

n(A∪B∪C)＝n(A)＋n(B)＋n(C)－n(A∩B)－n(B∩C)－n(C∩A)＋n(A∩B∩C)


　　＝66＋40＋28－13－5－9＋1


　　＝108個

　(答)　 n(A∩B∩C)＝1、n(A∪B∪C)＝108

７　A∩Bはダブっている要素、A∪Bは要素すべて。

　(1)A∩B＝{2, 4}

A∪B＝{0,　1,　2,　3,　4,　6,　8,　10}

　(2)A＝{－2,－1,　0,　1,　2,　3}、B＝{－1,　1,　3}なので、
　　　A∩B＝{－1, 1, 3}
A∪B＝{－2,－1,　0,　1,　2,　3}

 (3) A＝{－1,　1}、B＝{0, 2}なので、
　　　A∩B＝φ
A∪B＝{－1,　0,　1,　2}


８　右図のように数学の好きな生徒の集合をA、
　英語の好きな生徒の集合をBとする。

　ア＝xとすると、イ＝xとなる。

　また、数学の好きな生徒よりも英語を好きな生徒が

　15人多いので、ウ＝x＋15となる。

　アイウエすべてで41人なので、

　x＋x＋(x＋15)＋5＝41

　3x＝21

　x＝7

よって、数学の好きな生徒は7＋7＝14人。
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{a, b}の部分集合は


φ、{a}、{b}、{a、b}の4つ。





※{a, b}以外を真部分集合という。
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